
U.D.C.69.001.1:628.51

工事環境と近隣対策
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要 約

桐 ･鵬,樟揖也の,8日･.に/ldrづ岩手の施 IJに三1卜}て,.馴 は のある敷地 糊.ui道路の手穴さとい-jた l雄

卜の制約かあるほか,近隣附 くからはあれこれと要 求か.LHさiL,それに応えなければならなし.という

環i境のなかて,所轄役"-11との折衝や損 亡との.,Af.合いを続けなから,現場 とLて射 油 では安全対策に

さまさまな r淡 をこらし.ま/た,侶 tlには尖際に車を′ii･らせたり,ET{機を動かLて闘 ㌣度合を･j痛 に

綿かめさせ, ド/Jjl納得させるなと∴ こうLた粧出を一･つ-一つ粧 大して_lJ.車を進捗させてい一ノた結了也を

まとめたものてある
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§1.はじめに

近年,特に都市部での建築工.弼 ま,近隣問題のために

着工か大I帖 こ通れた り,場合によっては建物の規陳,形

状に まで臣響 を,受けることかある｡その解決のために 多

大の時間,労九 liltJHを要し,着二｢.してか らも施3-.面て

大 きく制約 を受けているものか 多い｡ また一方では地価

高騰のため,従来計画 されなか った11出札 傾斜地あるい

は複雑な形状の敷地に も施工 している例は 多く見受け ら

iLるC

ここに報告す る例 も､高低差のある敷地,頼長iの狭い

むずか しい条件 を克服 して,工 率を遂行 L/と ものてある｡

§2.工事概要

工事名 称 N社 看 護 婦宿舎新築工 事

敷地 画 桔 A棟側 2.049111

用摘 ;分 も含む)

B棟側 1.056nl

用用 ;分 を含む)

｣建 築 面 桔 A 棟 543m

*氷京建築支店蹄宿(出目二鮒系に

B 棟 31約11

延 床 面樟 A 棟 1､135m

B 棟 836m

rr,〕 さ A棟,B棟共 ～)王Tl

構 造 A軌,B棟基, RC造 3階建

基 礎 A 棟 BH(い

B 棟 ベ タ基礎

残土搬出責l; 685m

コンクリ- 卜完 2.262m

設 計 当社建築設計部

施 工 東京建築支店新宿出張覇

§3.問題点と対策
3- 1 道 路の幅 と重量制限による資材搬 出入の問題

現場 周辺の概要 を図-1に示す｡現場への 車の進 入は,

同図の ように,A道路は途中の帽員か狭 く, 2tの ロン

クポチ- E!t･以上の廟 ま, A棟敷地 内に進 入で きないO

また, B道路は一 方か行 lLリの上急勾配で,B棟敷地 面

との高低差 も大 きいため,B棟敷地への 車の進 入は不可

能 であるoC道路は車の重量制限かあ り, 1t車以上は

進 入禁 止 となっている｡

以 卜の ような状況下で,進 入路 として使用す るのに A

道路 とC道路について検討 した結果,A道路は角地 を一一

狛 醐〕し,電柱 を移設すれば 4t車闘空の廟 ま通行 可能

になることが分 ったか,A道路 を使用す ることは近隣住

尺の強 い!丈対 を受 けた｡

そのため C道路について役所 と抑 S!Jした ところ, ガ-

トレールを部分的に撤去す るな ど一部を改善すれば路面
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二~一二 ~~

令 -◎断面図
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図-1 現場闇辺の概要
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補強 をしな くて も現状の ままで便HjLて もよい との内諾

を得たのて資材搬 出人の主道路にす ることとし,やむを

得ない場合のみ A道路 を使用す ることで近隣住民の了解

と誹.Jllた

勅封 寸時の騒音･振動による道路周辺への呈;開 封二つい

ては,近隣仕上上､lr_会の もとに 2t車と41車を実際に走

らせ,速度 を 5km/h､10km/h,15km/h.2()km/hと変化 さ

せてそれぞjLの.1騒音および振動 を測定 Lた ところ, 4t

車で も1()km/h程度で通行すれば,乗用車20km/hの場合 と

ほ とん ど変 らないことが分 lJ,I現し雄りか ら,現状 7号線

が近いことで もあ り. この相 生であれば許容 して も良い

との了解か得 らiL, 4 t車の通行は役所お よび腎祭の許

可 を受け ることかできた｡

3-2 馬主車 ピッ ト

C道路は,敷地 面 との高低差が A棟側 で7.4m,B棟榊

で3.5mもあり,資Hの搬 出人は クレー ンに よ り直接 車上

か ら行 うしかない｡ しか し,路上での賛材の頼みおろし

は一般 車の通行に支障 をきたすおそれがあ り,そ うした

トラ7ルをも:くすために､'lr沌 一地である歳の部分 を満車It.

す る臼的のみ とい う条件で借用 許 可を受け,JL-1!･部分 をカ

ッ トして工事'･用の騨 トビッ トを設けた0

3-3 敷地内の高低差 による資材移動の問題

図-1に示す ように,A棟側 とB棟側の敷地には高低

差があるため,断車 ピッ トか ら荷揚げされた資本巧をA棟

側に移動す るには クレー ンを使用 しなければな らない｡

そこで クレー ンを選定す るに 当 っ て,A棟,B棟 及び

材料荷揚場所の粧 PJ･ビ･'トまで一基の機械でカバーでき

る作業半径 を持 ち,近隣住宅上 を師.冊 で通過 しないこと､

また,工事終了Fを那祭まで使用す るたれ 2tレッカーや

2t車で解体搬 出かできることなどを考慮 した結果,A

棟敷地内に25mX ltのネオ クレー ンを採用す ることに

した｡

3-4 コンク リー ト打設に伴 う生 コン車,ポンプ車の

問題

生 コン車, ポンプ車 も同様に敷地内に進 入す ることが

できないため,前述の駐車 ピッ トか らの打設 を検討 した

か,小型のポンプ車や生 コン車 を使用 し,駐車 ピッ トも

広げれば打設作業は不可能ではないo Lか し,瑳地には

大 きな樹木があってその移柚か国錐なため,駐車 ピッ ト

を広げるこ とができず, また,駐 車ピッ トに進 入す るC

道路は,最近)lほ 埋めて拡幅 した もので,隣接す る地盤

も非常に軟弱なため､近隣住民か らは車の通過台数や塵

巌について,大 きな関心が寄せ られていた｡ こうしたこ

とか ら1二日亡感情 なども考慮し､駐車ヒ ′卜を利用す るコ

ン クリー ト打設は断念せ さるを得なか った､

そこで環状7号線にホン7 車を設irlrL, コン クリ- 卜

を｣1-設す る)昆:･で関係当局の許可 を受けた〈 くその閃約

環状 7号線か らコンクリー トを圧 送す る場合,一般 EtI-

の通行等に糾 して圧送用配管 を養生す る必要かあるが,

ここの道路は勾配が'つ いてお り, 交差点の角地には車庫

の出入Llかある｡

--一般の出入Llや通路にあたる部分は鉄板 で養生し,土

の う等で不陸 を調整 Lたか, 交差 ･1摘 ;分の養生は.立錐｣

殿Ell板や鉄板 で計画し,現場実測 を行った ところ､部分

的に道路勾配か急なため殿E目板の高 さか4()cm紺 狛 こもな

り, また, 交差点にあるtlI.l舶 ょ,道路 より40cmも低 くな

っているため (この 車庫はイ封 7;･の一部分 を利用 している)

車の用人には 4m紺 空の斜路か必要 とされた｡ これでは

象 を持 ち上げるか改築 しなければな らな くなるため,現

実には不可能 であるO他の方法 として路上架 設等 も検討

したが,いろいろ輝か しさかあ り､最終的には道路埋 設

として関係′針千の許可 を受けたLlこの方法は圧送時の配

管の横振れ防 iLに役立ち､車庫の便J緋 二も支障 な く良い

結果が得 られたOなお,埋設 しない部分はシー トで養生

し, コンクリー ト打設終了の都度撤去す るように した｡

3-5 近隣住民 に対す る工事騒音 ･振動の影響

この間題については工事着手時にあらか じめ近隣 との

話合いを行い.杭頭処理,地中障害物撤去i舶 二は騒音か

発生 し, また,根切時には重機による振動が伝わること

もあるとい う説明 をしておいた｡

その とき了解 しなかった数軒の住.民には,試 しに工事

中 と同 じ機械 を動か してみて,一時的に騒音 ･振動が大

きくなる時で も我慢 して もらえるか どうか を判定 して も

らうことになった｡テス トの結果,振動はユ ンポのバケ

ッ トについた土 を落すのにガ､タガタさせた時が75d銅 Lに度

になるだけで,その他は帽振動 とほ とん ど変 らず,土か

ついた時は スコップで取 るようにす ることで振動 につい

ては了承 して もらったか,騒音に珂 しては,作業時間 を

軌 9時か らとし, 1時田川;業 した ら 1時間休憩 して欲 し

い とちょっ と常識 をはずれた要望か出 されたが, こ狛 ま

工程上 も'ilt用の点か らも現実にはできないことなのでホ

テル等--時移って もらうように再度お願い した｡結局

は現状の まま杭頭処理等 を行 って もよいが, そのかわ り

作業中はその内谷,時間など細かに連絡す ることで話 し

合いがついた｡

3-6 隣接す る診療所の問題
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11hA松を塗l=lflL托械tOL.2

現状立面図

図-2 コンクリ- ト打設計画図

パイプ亙 り
シ-卜養生

クッションネオ
車道

a-∂断面
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梢松雄殺枝軸 voL.2

病院や診療所が現場近 くにある場合は,対策等で気を

使 うことが多いものであるか,今回も隣接する診療所か

ら患者の通院に支障のないよう配慮 して欲 しいと強 く要

望されたOそこで吸い巨ピット前を通 らずに診療所に行 く

のに今迄行 打 )だったB道路の通行を可能にするため,

崖部分に仮設階段 を設置し,その旨を看板で 2が狛二表

示することにした｡また,工吏臣卜の溺摘 二が診察に揖響か

あるとの苦情かあ i),診察室内の騒音 を測定 したところ,

測定値はそれほど大 きくなかったか,音によって心理的

に圧迫されるということなので,現場に面 した診療所の

窓に, 更に もう一重サ ッシをつけることに したCこの他

この診療所が クレーンの作業半径内にあり, 荷を吊って

旋回すると診療所から見た場合,吊荷が感覚 的に実際の

位置よりもはるかに頭上近 くを通過するように感 じると

の苦 情が きたが.その都度説明 して納得 してもらったC

3-7 クレーン使用上の問題

搬入路の関係上 C道路を主道路 として使い,その荷

さばきをクレーンで行 うことは述べたか, クレーンは作

業上 どうしても公道上.を通過 しなければならないO

使用 クレーンは吊荷重 1tなので,技能講習を受けた

者なら運転できるが,事故防止及び住民感情 を考慮 して

運転は専任者を決め,作業回転半径内にある住宅の上は

7-ムを起 して絶対通過させか ､ようにしたC 特にB道

路に通行者があれば, クレーン運転を停 tLさせ,なるべ

く通行人に恐怖感を持たせないように配慮 した｡また,

B道路上には安全ネットを二重に張るなど厳重な防護対

策 も併せて行った｡

3-8 残土搬出の問題

残土の搬出については,着工前からの懸案事項 となっ

ていたが,いろいろ検討 した結果言 を再拝･ピットの法面に

残二L･.投入用のホッ--を作 り,そこか ら4tタンフて 搬

出するように した｡

なお,当然のことなが らダンプ車は,駐車 ピ∵月 に洗

い場 を設け,洗車を行ってか ら出車するように したc

A棟の残土は駐 車ピットの埋戻 しに利用するため,場

内に仮置場 を作 U, 潤水等による流出防 LLを行って仮置

したC

3-9 その他の対策

(1)住宅地での工事

近隣住民へは,作業の進行状況を表示するなどし

て現状 を理解 してもらうように努めたOまた,残業

時には,工札 作業内容及び方法,材料の搬出入な

どなるべ く近隣-迷惑のかからぬよう配慮 した｡

(2相を来落下防止

安全面では,屋上の工事である為資材等の飛来落下

防止を最重点目標とし,崖上や崖の途中に高い落下

防 止棚を作 U,第三者災害の防 止を図ったO

(3)進入路の交通安全対策

狭い道路を使用するため,進入路の交通安全対策

としては､工事関係車の運転手への教育,搬出入業

者 とは事前に十分打合せ を行い,初めて来る車は環

状 7号線の所か ら現壕事務所へ連絡させて進入方法

を説明 し,ガー ドマン立会いの上進入させ るように

した｡また,これらの車には当社の会社名を入れた

カ- ドを渡 し,外部か ら良 く見える位置に置かせ,

工事関係車 と他の車 との区別か近隣住民に もわかる

ようにした｡

§4.あとが き

以上,当現場で実施 したことを述べてきたが,近隣 と

の関係改善 を図るために,工事面においては現場職員全

員かできるだけ迷惑のかか らない施工方法を工夫すると

共に,苦情があれば一人一人が会社の窓口であるという

心構えで誠意をもって｣芯接 したか,近隣住民にも我々の

努力を十分理解 してもらうことが必要だと痛感 した｡

全国の現場でも,いろいろな施工条件,近隣問題に頭

を痛めていることと思いますか,このレポー トが何 らか

の参考になれば と考え報告 しました｡

なお,建築技術78年 8月号 (-特集 ･工事環境 と技術

対策-)に,本稿 と同一内容のものがすでに掲載されて

いるか,表現は必ず しも同一ではないので,あわせて御

参照頂ければ,更に拙文 を理解 して もらえるの ではと思

い勧 紹介しておきます｡

敢後に,近隣問題のために,いろいろバ ックア ップし

て下さった支店の関係者各位に謝意を表 しますO
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